
善
導
浄

土
教

に
お
け
る
一三
昧

に

つ
い
て

渡

辺

真

宏

浄
土
宗
祖
法
然
上
人
は
そ
の
著

『選
択
本
願
念
仏
集
』
第
十
六
章
段

に
お
い
て
、
自
ら
の
偏
依
善
導

の
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
善
導
は
三
昧

発
得

の
人
で
あ
る
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
三
昧
と
は
心
を

一

つ
の
対
象
に
定
着
し
て
散
乱
さ
せ
な
い
こ
と
を
い
い
、
そ
の
三
昧
を
修

行
に
よ

っ
て
得
、
聖
境
を
ま
の
あ
た
り
に
感
見
す
る
こ
と
を
三
昧
発
得

と
い
う
が
、
善
導
の
浄
土
教
、
す
な
わ
ち
善
導

の
著
作
に
お
い
て
、
そ

の
三
昧

の
問
題
が
い
か
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
の
が
本

稿
の
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
善
導

の
修
行
し
た
三
昧
の
内
容

と
、
そ

の
結
果
得
ら
れ
た
三
昧
発
得

の
境
地
を
解
明
す
る
た
め
の
一
つ

の
手
が
か
り
を
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

善
導

の
著
作
に
お
い
て
は
、
三
昧
と
そ
れ
を
含
む
用
語
が
多
種
使
用

さ
れ
て

い
る
が
、

な
か
ん
ず
く
五
部
九
巻
中
最
初
に
撰
述
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る

『観
念
法
門
』
に
お
い
て
最
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、

同
書
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
に
、
そ

の
勢
頭

に
は
、
「依
二
観
経
二明
二観
仏
三
昧
法
二
。

依
二
般
舟
経
一明
二念

(1
)

仏
三
昧
法
一三
。
」
と
あ
る
。
こ
の
観
仏
三
昧
、
念
仏
三
昧
が
各
々
い
か

な
る
行
を
修
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
到
達
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
が
古
来
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
浄
土
宗
三
祖
良
忠

上
人
の
見
解
で
は
、
観
仏
三
昧
は
観
仏

・
観
想
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
三
昧
で
あ
り
、

一
方
、
念
仏
三
昧

に
は
、
そ
れ
ら
に
加
え

(2
)

て
称
名
の
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
小
林
尚
英

氏
の
説
に
よ
る
と
、
『観
念
法
門
』
に
説
か
れ
る
観
仏
三
昧

・
念
仏

三

昧
に
は
同
質
的
要
素
が
あ
り
、
両
者
と
も
に
観
仏
と
称
名
の
二
要
素
が

(3
)

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
今
、
『観
念
法
門
』
を
再
読
し
な
が

ら
そ

の
問
題
を
考

察

し

(4
)

て
み
る
に
、
同
書
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
観
仏
三
昧
の
説
明
で
は
、
仏

陀
践
陀
羅
訳

『
観
仏
三
昧
経
』
巻
二
観
想
品

に
依
り

つ
つ
具
体
的
に
観

仏

の
法
を
説
き
、
最
後
に
、
『観
経
』
定
善
十

三
観

に
よ

っ
て
こ

の
法

を
修
す
れ
ば
、
疑

い
な
く
浄
土
往
生
す
る
と
説
く
も

の
で
あ
る
。
こ
の

部
分
の
所
説
を
素
直
に
読
む
限
り
、
そ
こ
に
称
名

の
要
素
が
含
ま
れ
て

い
る
と
は
認
め
難
い
。

次
に
、
『観
念
法
門
』
に
お
け
る
こ
の
巻
頭
部
以
降

の

『
観

経
』
な

印
度
學
佛
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學
研
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第
三
十
七
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號

平
成
元
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善
導
浄
土
教
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て

(渡

辺
)
 

一
〇
〇

ら
び
に

『
観
仏
三
昧
経
』

の
引
用
文
を
検
討
し
て
み
る
と
、
後
半

の
五

(
5
)

縁
功
徳
分
中
に

『観
経
』
真
身
観
の
引
用
文
が
あ
り
、

こ
の
引
用
文
で

は

『
観
経
』
の
所
説
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
真
身
観
所
説

の
念
仏
三

昧
は
、
無
量
寿
仏
を
観
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
念
仏
三
昧
で
あ

り
、
し
た
が

っ
て

『
観
念
法
門
』
の
引
用
文
に
説
か
れ
る
念
仏
三
昧
も

そ
れ
に
順
じ
、
観
仏
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に

『
観
念
法
門
』
巻
末
結
勧
修
行
分
中
に

『観
仏
三
昧
経
』
の

(6
)

引
用
文
が
あ
り
、
そ
の
引
用
文
中
最
初
と
中
程
に
念
仏
三
昧
と
い
う
用

語
が
あ

り
、
ま
た
最
後
に
観
仏
三
昧
海
と
念
仏
三
昧
門
と
い
う
用
語
が

並
列
的
に
出
て
く
る
。

こ
の
引
用
文
は

『観
仏
三
昧
経
』
巻
十
観
仏
密

行
品
の
経
文
に
忠
実
に
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
経
の
そ
の
前

後

の
内
容
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
本
引
用
文
中

の
念
仏
三
昧

・
観
仏
三

昧
に
は
称
名
の
要
素
は
包
含
さ
れ
て
お
ら
ず
、
観
仏

・
観
想
の
み
を
そ

の
内
容
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
観
念
法
門
』
巻
頭
所
説
の
観
仏
三
昧
と
、
『
観
経
』
真

身
観
な
ら
び
に

『
観
仏
三
昧
経
』
の
引
用
文
中
の
念
仏
三
昧

・
観
仏
三

昧
は
そ

の
い
ず
れ
も
が
観
仏

・
観
想
の
結
果
得
ら
れ
る
三
昧
で
あ
る
。

一
方
、

『観
念
法
門
』
巻
頭
所
説

の
般
舟
経
に
依
る
念
仏
三
昧

を

検

討
し
て
み
る
に
、
先
述
し
た
観
仏
三
昧

の
法
を
説
き
終
わ

る

と
、
『
般

舟

三
昧

経
』
(
一
巻
本
、
支
婁
迦
識
訳
)
問
事
品
を
引
用
し
、
念

仏

三

昧

(
7
)

の
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
経
に

一
巻
本

・
三
巻
本
の
三

種
あ
る
う
ち
、
虚
山
慧
遠
以
来
の
聖
道
諸
師
が
い
ず
れ
も
三
巻
本
を
使

用
し
、
ま
た
善
導
の
師
道
緯
も
、
そ
の
著

『安
楽
集
』
に
お
い
て
、

一

巻
本
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
も
基
本
的
に
は
三
巻
本
を
使
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
善
導
が
あ
え
て

一
巻
本

を
長
文
に
渡

っ
て
引
用

し
て
い
る
の
は
、

一
巻
本
の
み
に
存
在
す
る

「
当
念
我
名
」
と

い
う

二

句
に
特
別
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
証

拠
に
、
『
観
念
法
門
』
巻
頭
の
念
仏
三
昧
の
説
明
に
は
、
「当
念
我
名
」

の
部
分
を
含
め
て
そ
の
前
後
、

一
巻
本
の
経
文

を
比
較
的
忠
実
に
引
用

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
善
導
が

『
般
舟
三
昧
経
』
を
用
い

て
説
い
た
念
仏
三
昧
に
は
、
観
仏
に
加
え
て
称
名

の
要
素
が
含
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
巻
頭
部
以
降

の

『観
念
法
門
』
中
の

『
般
舟
三
昧
経
』
か
ら
の

引
用

・
取
意
文
を
見
て
み
る
と
、
五
縁
功
徳
分

に
お
い
て
行
品
が
取
意

(8
)

さ
れ
、
経
文
に
は
な
い

「
至
心
観
仏
及

口
称
心
念
」
と
い
う
語
句
が
追

加
せ
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
説
か
れ
る
念
弥
陀
仏
三
昧
に
も
観
仏
と
称

名
の
二
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
同
じ
く
五
縁
功
徳

(9
)

分
中
に
問
事
品
行
品
が
取
意
さ
れ
、
そ
の
取
意
文
中
に

「
心
念

口
称
」

「
心
口
称
念
」
「
声
声
相
続
」
等

の
語
句
が
見
え
る
こ
と

か

ら
、

こ
こ

に
示
さ
れ
る
三
昧
も
観
仏
と
称
名
の
二
要
素
を
内
容
と
し
て
い
る
と
い

え
る
。
す
な
わ
ち
、
『般
舟
三
昧
経
』
に
基
づ
く
、
あ
る
い
は
そ

れ

ら

の
引
用

・
取
意
文
中
の
三
昧
と
念
仏
三
昧
に
は
、
観
仏
と
称
名
の
三
要

素
が
含
ま
れ
る
と
い
え
る
。

以
上
の
念
仏
三
昧
、
観
仏
三
昧
の
他
に
、
『
観
念
法
門
』
に
は

一
行
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三
昧
、
定
心
三
昧
、

口
称
三
昧
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
相
互
関
係
を
以
下
考
察
す
る
。

一
行
三
昧
は
五
縁
功
徳
分
中
、

見
仏
三
昧
増
上
縁
を
明
す
段
の
最
後
、
『
文
殊
般
若
経
』
か
ら
の
引

用

(
10
)

文
中
に
示
さ
れ
、
『
往
生
礼
讃
』
前
序
に
も
同
じ
引
用
文
が
使
用
さ
れ
、

(
1
1
)

二
行
三
昧
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

一
行
三
昧
と
い
う
の
は
、
真

如
平
等

の
理
を
観
察
す
る
瞑
想
法
及
び
そ
の
境
地
を
指
し
、
般
若
経
典

に
基
盤
を
置
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
が
曼
陀
羅
仙
訳

『
文
殊
般
若

経
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
同
経
下
巻
に
は
、

一
行
三
昧
を
明
か
す
の
に

(12
)

二
種
類

の
記
述
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
は

一
行
三
昧
に
入
る
方
法
に
つ
い

て
相
違

し
、

一
は
般
若
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
真
如
平
等

の
理
を
観
ず
る
三

昧
で
、
他

は
称
名
念
仏
に
よ

っ
て
諸
仏
に
ま
み
え
る
三
昧
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
善
導
が
採
用
し
た
の
は
後
者
の
一
行
三
昧
で
、
そ

の
こ
と
が
称

名
念
仏

へ
の
推
移
の
上
に

一
つ
の
転
換
の
役
割
を
果
し
た
と
、
す
な
わ

ち
、
観
を
捨
て
て
称
を
立
て
る
と
い
う
立
場
が
濃
厚
に
な

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

次
に
定
心
三
昧

・
口
称
三
昧
だ
が
、
こ
れ
ら
も
同
じ
く
見
仏
三
昧
増

(
13
)

上
縁
を
明
す
段
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

『
観
経
』
定
善
縁
な
ら
び

に
日
想
観
が
取
意
さ
れ
、
こ
の
取
意
文
以
後
、
華
座
観
か
ら
散
善
九
品

ま
で
取
意
さ
れ
見
仏
三
昧
増
上
縁
を
明
か
す
経
証
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
定
心
三
昧
と
は

『
観
経
』
定
善
十
三
観

に
立
脚
す
る
観

仏
を
、

口
称
三
昧
と
は
散
善
九
品
に
基
づ
く
称
名
を
各

々
そ
の
内
容
と

し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
『観
念
法
門
』
を
中
心
に
、
そ
の
中

に
説
か
れ
る
三
昧

が

各

々
い
か
な
る
行
の
結
果
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら

分
類
整
理
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
が
善
導
教
学
の
集
大
成

と
い
う
べ
き

『観
経
疏
』

に
お
い
て
い
か
に
布
術
さ
れ
て
い
る
の
か
を

考
察
し
て
み
る
に
、
玄
義
分
に

「
今
此
観
経
即
以
一一観
仏
三
昧
一為
レ宗
。

(
14
)

亦
以
二念
仏
三
昧
一為
レ宗
。
」
と
説
か
れ
る
。
『
観
経
疏
』

の
本
文

に

は

こ
れ
以
上
の
記
述
は
な
く
、
善
導
の
真
意
は
推
測
す
る
し
か
な
い
。
良

(
15
)

忠
上
人
の
見
解
に
依
る
な
ら
ば
、
『
観
経
』
定
善
十

三

観
は
韋
提
の
致

請
で
あ
り
観
仏
を
宗
と
し
、
散
善
九
品
は
仏
の
自
説
で
あ
り
称
名
念
仏

を
宗
と
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

し
た
が

っ
て
、
『
観
経
疏
』
所
説

の
観
仏
三
昧
は
定
善
十
三
観
に
基
づ
く
観
仏
を
、
同
じ
く
念
仏
三
昧
は

散
善
九
品
に
依
る
称
名
を
各

々
内
容
と
す
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

(以
下
略
)

1
浄
全
四
-
二
二
二
上
。
2
良
忠

『
観
念
法
門
私
記
』
巻
上

(浄
全
四
-
二

四
一
上
)
参
照
。
3
小
林
尚
英
氏
稿
「善
導
の
念
仏
三
昧
に
つ
い
て
」
(『印
仏

研
究
』
三
三
1

一
)
参
照
。
4
浄
全
四
-
三
三
三
上
-
二
二
三
下
。
5
浄
全

四
-
三
三
一
下
。
6
浄
全
四
-
二
三
九
上
-
下
。
7
浄
全
四
-
二
二
四
上
-

三
二
六
上
。
8
浄
全
四
-
二
二
九
上
-
下
。
9
浄
全
四
-
二
三
二
上
-
下
。

10
浄
全
四
-
二
三
二
下
-
二
三
三
上
。
11
浄
全
四
-
三
五
六
上
。
12
大
正
八

一七三
一
上
-
中
。
13
浄
全
四
-
三
三
〇
下
-
三
三
一
上
。
14
浄
全
二
-
三

下
。
15
良
忠

『玄
義
分
伝
通
記
』
巻
四

(浄
全
二
-
一
五
四
下
-
一

五
五

上
)
参
照
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

念
仏
三
昧
、
観
仏
三
昧
、
『
観
念
法
門
』
、『観
経
疏
』

(大
正
大
学
大
学
院
)

善
導
浄
土
教

に
お
け
る
三
昧

に

つ
い
て

(渡

辺
)
 

一
〇

一
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